
 が数十点散乱している。

 玄室は、加工した凝灰岩の切石を用い、長径3.5m、幅1.6m、現高が1.5mの長方形の形状を

 呈し、下場が広く、上場にゆくと次第に狭くなる樽形の断面形態が推測される。

 奥壁は、幅1.5m、高さ1.2mの一枚岩を設置している。厚さは50cmを測る。側壁は、切石の

 石材を2ないし3枚を2段に重ねてあるが、当初はさらに1段の切石を重ね、その上部に天井

 石を乗せてあったものと推測される。また、側壁の角度が第63図の3の図で示すように基部か

 らやや内側に反るように設置されている。これは基本的に持ち送り工法を示していると判断さ

 れる。側壁に使用された石材の中には石と石をかみ合わせやすいように角を加工したものも認

 められる。

 玄門は左右対称で、幅70cm、高さ1.4mの長方形の凝灰岩を設置している。玄門は椎石の両端

 に設置され、玄門の幅は80cmを測る。なお、今回の調査以前は東方の玄門が倒れた状況で出土

 した状況を加味し、復元した。

 羨道の石積は、西側に切石1個が現存する。長さ1.1m、厚さ2.5㎝、高さ80㎝の長方形に整

 形されている。玄門の状況から推測すれば、前述したように約2.5m、前庭部を含めると玄室と

 同様な長さ3.5mと想定される。

 枢石は長さ1m、幅30㎝、厚さ20㎝の帯状に整形した石材を使用している。羨道箇所とは同

 じレベルに設置され、玄室が10㎝低くなっている。玄室床面は、淡い青色の凝灰岩を意図的に

 砕いて整地してあった。

 Ⅴ出土遺物〔第65図、第二十四図版、第三十四図版参照〕

 以前に二度に亘る調査で取り除かれ、ほとんど出土していないが、主体部から人骨の一部と

 墳丘の表面から土師器片が検出されている。第三十四図版14～23は大腿骨の一部と推測される

 骨片が10点出土している。同図24、25は永久歯の奥歯であり2点出土している。

 出土状況としては、前者の骨片は埋土からの出土であった。後者は第65図に示す地点であり

 玄室床面であったことから埋葬時の位置と理解され、頭部が奥壁の近く、すなわち北西の方向

 に安置されたことを示す。

 土師器片は10点、須恵器片2点、中世陶器1点が今回の調査で出土している。土師器片は第

 三十四図版の4～13である。接合した4、6を除きすべて内黒土師器片であった。接合した土

 師器が第65図の4、6である.丸底を呈す土師器坏であり、口径12㎝、器高は4㎝を測る。8

 世紀前半の国分寺で下層併行と推測される。内黒土師器片も内傾で器高の低い特徴から同じ年

 代と考えられる。追葬の際に供えられたものとみられる。

 第65図1は長頸壷の頸部片である。ちなみに第二十四図版に示した昭和26年出土の長頸壷は

 器高が25.7㎝、底径(6㎝)、頸部径5.4㎝肩が張る器形を呈す。今回出土の長頸壷片は胎土の

 観察から同一窯で焼成されたものと考えられる。両者とも隣接する木和田窯の生産である。出

 土品は二次焼成を受けており、古墳出土とは考えにくい。第三十四図版2は布目瓦である。同

 様な瓦は本市の中田町大浦C遺跡からの出土例がある。同図3は中世陶器片である。
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 Ⅵまとめ

 今回の調査では、主体部からの出土遺物は少量であり、年代を決定する資料は得られなかっ

 た。しかしながら玄室だけは明確に残っており、これまでに県内で検出されている横穴石室の

 中では最大のものとなる。(米沢盆地の主要横穴式古墳一覧参照)

 大きな切石で構築する玄室の形態は、高畠町金原古墳、同羽山古墳、南陽市の二色根一号墳

 等が知られ、木和田古墳と同一軸の年代が想定される。試みとしては、7世紀の前半の年代が

 与えられるが、昭和26年の調査で出土した国分寺下層の土師器なども考慮に入れ、木和田古墳

 は7世紀後半の築造と推測したい。

 古墳の被葬者としては、推測の域を出ないが、古墳の規模や形態、単独で存在する特徴を考

 慮に加えれば、当時の律令支配下に置かれた郡衙等に深い係りをもつ有力豪族の可能性が考え

 られる。

 木和田古墳は、予想外の大型の石室を有することで、終末期古墳の成立や被葬者の特定を研

 究する上でも極めて重要な存在となる。また、木和田古墳の西側に存在する戸塚山古墳群は、

 県内最大の終末期古墳が集結するものであり、古墳群との係りも含めながら今後も古墳究明の

 調査を進めてゆきたい。
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